本の 狐の しつ ぼの ような 穂 草 や 紫色の 野草の 花が 插 

パンシ オン 

さって いる。 一昨日 この 下宿の ある デェ ー ッコ ェ- 

セロ ー の 公園の ずっと 先の 広い 野原で 夏 雲 を 眺めな が 

ら 摘んで 来た 花であった。 しかし 一昨日の 宵から きょ 

うまでの 間 は、 ぼつと なって い、 朝 子に 思い出せ るの 

は その 間に 一度い つ だ つた か 素子に 抱きお こされて 

ベ ッドの 上で 何 かの ス— プを のまされ たこと だけで あ 

る。 電報 を 読んだ の は 一昨日、 夕飯が すんで 皆が 食堂 

から 広間へ 出た 時であった。 広間の 帽子 かけに は 大き 

い 水色 リボンの ついた 帽子が 一 つか かっていた。 その 

横で それ を 受けと つて、 あけて、 読みに くい 口 ー マ 綴 



りの 字を迪 ると、 そこに は八ガ ツー ヒ タモツ ド ゾゥチ 

カシ ッニテ シス アト フミと 一 並び 書いて あった。 それ 

は 返電で、 二日 前に シキ ゥキ チョウ ァ リタ シと打 たれ 

て 来た。 そのと き 朝 子 は 電報 をみ て、 説明 も 与えず い 

きなりそう 云われて いる ことに 心 持 を 害された。 ジ 

ジ ヨウ シ ラセ。 直ぐそう 云って やった。 待って いた 電 

報で あり、 待って いる 間の 落着かな さから、 その 午後 

も 素子と 一 一人き りで 草臥れる ほど 遠くの 原っぱの 方へ 

まで も 行った のであった。 

八ガッ 一 ヒ タモツ ドゾゥ チカ シッ ニテ シス アト フミ _ 

朝 子 は 無言の まん ま、 一 足お くれに 食堂 を 出て 来た 



明るみの 中で、 朝 子 は 哲学に はすぐ 賛成 出来ない と、 

書いた。 保が 長 四 畳の 勉強部屋の 入 リロの 鴨居に 

Meditation と 書いた 紙 を 貼りつ けて いるの を、 朝 子 

は 思い出し たので あつ た。 そういう 気質と 哲学と は、 

常識 のなか で 余り 結び つきす ぎていて、 いやに 思 えた。 

哲学が いいと いう 多 計 代の 気持 も 分って、 そして や は 

り そこに 反撥す る ものが あった。 朝 子 は、 その 手紙の 

中で くりかえし、 保が いい 友達 をつ くるよう、 その 人 

と 相談して 根本的な 生活 をす すめて 行く よう、 夏休み 

に はう ちの 者とば かり 募さず 友達と 旅行で もした 方が 

いい。 そんな こと を 細々 書いた。 高校の 仲間が、 誰も 



がう …… 全く こたえる」 

そう 云 つ て 涙 を h /ぼした。 

朝 子た ちの 周囲に は、 平凡な ようで またそう でもな 

い 夏の 下宿ら しい 日々 があった。 

食卓に ついている とき 韃靼 風に 頭 を 丸 剃りに して 白 

麻の 詰 襟 を 着た 四十 がらみ の 技師と、 一人お いた 左 隣 

りに 坐って いる 白粉の 濃い 女との 間に、 何のき つかけ 

からか トルストイが 最後に 家出 をした 気持が わかる と 

か 分らない とか 云う 押 問答が はじまった。 技師 は、 間 

の 一 人 をとば して その 女に 話しかける ために 縁 無し 眼 

鏡 を かけた 顔 を 食卓の 上に のり 出す ようにして、 「聰 



明な あなたに その 心理が 分らな いこと はな いでし よ 

う」 というよ うな こと を 云った。 すると その エレ— ナ 

という 女 は、 「まあ」 とど ことなく 自然で ない 昂奮の か 

くされた 笑顔で、 

「でも それで は、 良人と して 家庭への 義務 を 忘れた こ 

とです わ。 ねえ、 マ— リア. フヨ— ドロ ヴナ」 

といきな リ 向い側に いる 技師の 細君に 話頭 を 向けた。 

「私 は トルストイの 場合と して、 理解され ると 思い ま 

すよ」 

白い 髪の 幾条か 見える 細君 は おだやかに フォ— クを 

動かしながら 普通に 答えて いる。 そこに は问か 感じら 



られ ていた。 この場合 清浄無垢と は、 保の 死に 恋愛が 

かかわって いないと いう 表面の あらわれ について 云わ 

れ ている のであった。 

仕舞の 一 枚 を 素子に 渡して しまう と、 朝 子 は 沈鬱き 

わ まる 相貌で、 窓の 前まで 枝 垂れて 来て いる 中庭の 楓 

の 葉の 繁 りに 凝つ と 目をやった。 古びた 黄つ ぼい 建物 

の 翼に 射して いる 斜光が 楓の 葉の 繁みを 裏から 透して 

いて、 窓べ り は そとの 濃い 緑の 反射で 空気まで 染めら 

れ ている ようで ある。 読み終って 素子 も 口 をき かない _ 

そう やって 暫くいた。 

どこか 遠くに きこえて いた 手風琴が、 今度 は 公園の 
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